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磁気インパルス現象の全球モデル計算２

Global model calculation of magnetic impulse events 2
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磁気インパルス現象(Magnetic Impulse Event: MIE)は、昼側カスプ域でしばしば観測される振幅 50-200 nT、
継続時間 5-20 分程度の地上磁場変動現象である。MIE は TCV (Traveling Convection Vortex)を伴い、太陽風の
急激な変化に対する磁気圏の過渡的応答過程と考えられているが、その発生メカニズムに関しては未だに統一し
た見解が無い。我々はこれまで大振幅の MIE 数例に関し、南北両半球の地上磁場データと太陽風データの解析を
行ってきた。磁場データから南北両半球における TCV の伝播速度を決定し、太陽風データの解析からは、Hot Flow
Anomaly 生成の条件を満たす tangential discontinuity が MIE の起源であることが示唆された。また、定量的な
アプローチが発生メカニズムを決定する重要な手掛かりになると考え、全球の２次元電気伝導度と沿磁力線電流
を与え、電流の連続の条件から電離層電流を計算するという手法で、モデル計算も行ってきた。モデル計算と磁
場観測データの比較から、MIE/TCV を構成する３次元電流系を決定し、それに伴う電流、電圧、エネルギー量を
見積もることに成功した。本発表では、SuperDARN 観測データとの比較検討結果を新たに加え、Sudden Impulse
との物理量の比較も行いながら、MIE/TCV を構成する電流系のより詳細な特徴とその発生メカニズムについて議
論する。


